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15
人

７
月
25
日（
金
）〜
10

月
24
日（
金
）

J
M
T
C
佐
沼
教
室（
迫

町
佐
沼
字
中
江
１
丁
目
9
―
1
）

テ
キ
ス
ト
代
な
ど
約

１
３
１
０
０
円（
授
業
料
無
料
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相

談
の
上
、入
学
願
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い

６
月
６
日（
金
）〜
７

月
７
日（
月
）７

月
14
日（
月
）

県
登
米
合
同
庁
舎

石
巻
高
等
技
術
専

門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９　

▼
法
定
資
格
な
ど
に

基
づ
き
当
該
資
格
に
係
る
業
務

に
従
事
し
た
期
間
が
５
年
か
つ

９
０
０
日
以
上
あ
る
人
▼
施
設
な

ど
に
お
い
て
介
護
保
険
法
に
よ
り

必
置
と
さ
れ
る
相
談
援
助
業
務

に
従
事
し
た
期
間
が
５
年
か
つ

９
０
０
日
以
上
あ
る
人

10
月
12
日（
日
）

仙
台
市
内（
予
定
）

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。
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６
月
２
日（
月
）〜
25

日（
水
）

※
詳
し
く
は
、宮
城
県
社
会
福
祉

協
議
会
ま
た
は
県
長
寿
社
会
政
策

課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

宮
城
県
社
会
福
祉

協
議
会

☎
０
２
２（
２
１
６
）５
８
３
２

　
「
仙
台
フ
ィ
ル
と
う
た
お
う
コ

ン
サ
ー
ト
」（
公
演
日
10
月
11
日

（
土
））で
、合
唱
団
と
し
て
仙
台

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
と

一
緒
に
歌
い
た
い
人
を
募
集
し
ま

す
。初
心
者
で
も
大
歓
迎
で
す
。

初
回
６
月
６
日（
金
）

午
後
７
時
か
ら（
以
降
、原
則
と
し

て
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
か
ら
）

水
の
里
ホ
ー
ル・Abebisou

（
登
米
祝
祭
劇
場
）

３
０
０
０
円（
資
料
代
）

小
学
生
以
上（
高
校
生

以
下
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
）

劇
場
窓
口
に
申
込
書

を
提
出
く
だ
さ
い（
郵
送
、フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
、メ
ー
ル
も
可
）

水
の
里
ホ
ー
ル・

A
bebisou

（
登
米
祝
祭
劇
場
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）０
１
１
１

介
護
従
事
者
と
し
て

の
職
業
倫
理
と
基
本
的
態
度
を
養

い
、介
護
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
知

識
技
能
の
習
得
と
就
職
活
動
に
必

要
な
知
識
の
習
得

再
就
職
を
希
望
す
る
離

転
職
者

　

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
樹
木

の
葉
へ
の
食
害
の
ほ
か
、洗
濯
物

や
建
物
に
付
着
す
る
な
ど
の
問
題

を
起
こ
す
害
虫
で
す
。発
生
し
た

場
合
は
、樹
木
所
有
者
が
責
任
を

持
っ
て
駆
除
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
２
回（
例
年
６
月

中
旬
〜
７
月
中
旬
、８
月
中
旬
〜

９
月
中
旬
）

行
政
区
な
ど

で
地
域
共
同
駆
除
を
す
る
場
合
、

無
料
で
高
枝
切
り
ば
さ
み
や
動
力

噴
霧
器
な
ど
を
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。高
枝
切
り
ば
さ
み
は
、個
人
・

事
業
所
へ
も
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。借
り
た
い
場
合
は
、各
総
合
支

所
市
民
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い

市
民
生
活
部
環
境

課（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

　

計
量
法
に
基
づ
き
、２
年
に
１

回
の
特
定
計
量
器
定
期
検
査
を
実

施
し
ま
す
。令
和
５
年
度
に
受
検
さ

れ
た
人
に
は
、事
前
に
定
期
検
査
受

検
票
を
送
付
し
ま
す
。本
年
度
、新

規
に
検
査
を
希
望
す
る
人
は
、早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
特
定
計

量
器（
は
か
り
、分
銅
、お
も
り
）

※
ひ
ょ
う
量
５
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム

ま
で
の
計
量
器
▼
定
期
検
査
受
検

票
▼
検
査
手
数
料

▼
商
品
の
販
売
に
使
用
す

る
も
の
▼
健
康
診
断
に
使
用
す
る

も
の
▼
原
材
料
の
購
入（
物
品
検

収
）に
使
用
す
る
も
の
▼
貨
物
な

ど
の
運
送
料
金
算
出
の
た
め
に
使

用
す
る
も
の
な
ど

※
詳
し
く
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

産
業
経
済
部
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課（
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６

　

戦
没
者
な
ど
に
弔
意
を
表
し
、

遺
族
に「
第
十
二
回
特
別
弔
慰
金
」

を
支
給
し
ま
す
。戦

没
者
な
ど
の
死

亡
当
時
の
遺
族
で
、令
和
７
年
４

月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
や

遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
人（
戦

没
者
等
の
妻
、子
、父
母
な
ど
）が

い
な
い
場
合
に
、次
の
順
番
に
よ

る
先
順
位
の
遺
族
一
人
に
支
給

➊
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給

権
を
取
得
し
た
人（
弔
慰
金
受
給

権
者
）
➋
戦
没
者
な
ど
の
子
➌
戦

没
者
な
ど
の
父
母
、孫
、祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹（
戦
没
者
な
ど
と
生
計

関
係
を
有
し
て
い
た
人
が
先
順

位
）
➍
➌
以
外
の
３
親
等
内
の
親

族（
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で

引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
人
に
限
る
）

額
面
27
万
５
千
円

（
５
年
償
還
の
記
名
国
債
）

令
和
10
年
３
月
31
日

各
総
合
支
所
市
民
課

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
福

祉
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

▼
県
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課

（
援
護
恩
給
班
）

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
５
６
３

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本
操
作

な
ど
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
と
、気
に
な

る
こ
と
を
相
談
で
き
る
個
別
相
談

会
を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。貸
出
用

ス
マ
ホ
を
用
意
す
る
の
で
、ス
マ
ホ

が
な
い
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
民
間
事
業
者
に
委
託
し
て
実
施

６
月
16
日（
月
）〜
30
日

（
月
）▼
セ
ミ
ナ
ー
➊
午
後
１
時
➋

２
時
30
分（
各
１
時
間
）▼
個
別
相

談
➊
午
前
11
時
➋
午
後
４
時（
各

45
分
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

➊
６
月
16
日（
月
）〜
20
日

（
金
）＝
登
米
市
民
病
院
駐
車
場
➋

６
月
23
日（
月
）〜
30
日（
月
）＝
イ

オ
ン
タ
ウ
ン
佐
沼
中
央
入
口
前

※
専
用
車
両
内

▼
セ
ミ
ナ
ー
＝
各
回
３
人

▼
個
別
相
談
＝
各
回
１
組（
３
人

ま
で
）

５
月
27
日（
火
）か
ら

※
前
日
午
後
５
時
ま
で
要
予
約

☎
０
８
０
０（
１
１
１
）９
４
４
２

（
受
付
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
D
X
推
進
室（
D
X
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
６
７
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